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(埼玉県、八潮市 )

2012-13年度

2006-10年度

2003-05年度

1994-95年度

国際ロータリー会長

ロータリー財団管理委員

国際ロータリー理事

地区ガバナー

田中作次氏は、株式会社ダイカ会長、全国家庭紙同業界連合会会長、八潮市商工会高1会長を務

められました。

1975年に八潮 (ゃ しお)ロ ータリー・クラブの創立会員としてロータリーに入会して以来、

RI理事、ロータリー財団管理委員のほか、2009年バー ミンガム lIJ際大会委員長をはじめとす
る各種委員会の委員と委員長、ロータリー財団地域コーディネーター、地区ガバナー、研修 リー

ダーを歴任されました。自身が所属する地区では、バングラデイッシュに学校を建設する活動に

献身されました。

RI超我の奉仕賞およびロータリー財団の功労表彰状と特別功労賞を受賞された田中氏は、京
子婦人とともに、ポール・ハ リス・フェロー、恒久基金ベネファクター、大口寄付者、そしてア

ーチ、クランフ、ソサエティーのメンバーとなっています。このほかにも、ロータリー平和フェ

ローシップ基金を設立されました。

京子婦人とは1963年にご結婚され、現在、埼玉県八潮市にお住まいです。 3人のお子さんと

6人のお孫さんがいらっしゃいます。
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ガバナー 賃ヨ ツ睾
□生年月日 1940年 1

□職業分類 歯科補綴
□ロータリー歴

1980年

隆 (小樽 RC)
月 6日

医療法人熊澤歯科 理事長

小樽ロータ リークラブ人会

1989～ 90年度、 1996～ 97年度 地区冨1幹事
1998～ 99年度    地区趣味・職業別親睦委員会会長
2004～ 2005年度   クラブ会長

財団メジャードナー 米山IED労者マルチプル

ガバナー・エレクト 糸田 りII
□生年月日 1936年 3月 9日

よ し ひ ろ

好  弘 瀞 内RC)

□職業分類 広  告  株式会社細川好弘広告 代表取締役
□□―タリー歴

1973年 11月  静内ロータリークラブ入会
1980～ 81年度 幹事
1987～ 88年度 会長
1995～ 99年度 地区インターアクト委員
1999～ 2003年度 地区インターアクト委員長
2003～ 04年度 第 8グループガバナー補佐
2004～ 07年度 地区新世代委員長
2007～ 08年度 地区危機管理委員会委員長
2008～現   在地区危機管理委員会オブサーバー

米山功労者、マルチプル・ポール・ハリス・フエ□―

あ ひ  こ   たて   お

ガバナー・ノミユー 多ぞ]系子
□生年月日 1943年 9月 28日

韮 雄 (江別RC)

□職業分類 製  粉  江別製粉株式会社 代表取締役社長
□回―タリー歴

1986年 12月  江別ロータリークラブ入会
1994～ 95年度 幹事
2001～ 02年度 会長
2007～ 08年度 第 3グループ担当ガバナー補佐

マルチプル・ポール・ハリス・フエロー 米山功労者マルチプル
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日 時 :2012年 4月 8日個)
場 所 :新ひだか町公民館
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小

司会 :ホストRC実行日1委員長

ガバナー・エレクト

国 歌 斉 唱

ロータリーソング 「奉仕の理想」

歓 迎 の 言 葉

役 員 の 紹 介

ガバナー挨拶

ガバナー・エレクト講演

地区研修リーダー講演

地区ロータリー財団委員長講演「未来の夢計画」

諸事 お知 らせ

ホストRCソ ングリーダー

ホストRC会長

ガバナー・エレクト

ガバナー

ガバナー・エレクト

次期地区研修リーダー

次期ロータリー財団委員長

ホストRC・ SAA

ロータリーソング「手に手つないで」

閉 会 の 言 葉

ガバナー

ガバナー・エレクト

ホストRCソ ングリーダー

ホストRC実行委員長

ガバナー・エレクト

佐 藤 信

冨 岡

細 川 好

熊 澤 隆

細 川 好

丸 山 淳

岩 城 秀
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各分科会リーダー
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佐 藤 信 行
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細 川 好 弘
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分科会区分
立
ロ

日
Ｊ
日
― 局」氏 名 出 席 者 リ ー ダ ー サブリーダー ア ドバイザー

第 1分科会 会長 ・幹事部 門
次期 クラブ会 長

次期 ク ラブ幹事

ガバナー・エレクト

細川 好弘

中山弘三郎

ガバナー・ノミユー

安孫子建雄

杉江俊太郎

ガバナー

熊澤 隆樹

酒井 正人

第 2分科会 クラブ奉仕 部 門
次期クラブ

クラブ奉仕委員長

次期地区

クラブ奉仕委員長

長谷川壽朗

次期地区

クラブ奉仕委員会

副委員長

宮部 光幸

パスト・ガバナー

塚原 房樹

第 3分科会 職 業 奉 仕 部 門
次期クラブ

職業奉仕委員 長

次期地区

職業本仕委員長

田澤 泰明

次期地区

職業奉仕委員会

日J委員長

高橋  徹

パスト・ガバナー

佐々木正丞

第 4分科会
奉仕プロジェクト

部門

次期クラブ

社会奉仕委員 長

国際奉仕委 員長

次期地区

奉仕プロジェクト委員長

阪崎健治朗

次期地区

社会不仕委員長

清 水   哲

次期地区

国際奉仕委員長

松原 重俊

パス ト・ガバナー

渡邊 恭久

岩城 秀晴

第 5分科会 新世代奉仕部 門

次期クラブ

新世代・青少年関係

委員長

次期地区

新世代奉仕委員長

柳  孝一

次期地区

ローターアクト委員長

蝦名 大典

次期地区

インターアクト委員長

山 口  史 朗

次期地区

青少年交換委員長

有田 京史

次期地 IX

RYLA委 員長

舛田 雅彦

パスト・ガバナー

丸山 淳士
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ガバナー

ガバナー エレクト

ガバナー ノミユー

次期地区研修リーダー
バスト ガバナー

次期地区研修委員
パスト・ガバナー

パスト ガバナー

パスト ガバナー

パスト ガバナー

パスト ガバナー

地区代表幹事

(静内RC)

(江別RC,

(|し幌真駒内RC)

(函館五稜享「RC)

(本LI幌 ●RC)

(札 1幌東 RC)

(滝川RC)

(本し巾晃RC)

(小樽 RC)

陛  (留萌RC)

弘 (滝り|IRC)

初「 (河 :別西RC)

昭 脚モーエングRC)

|||||:|111111111:||||||||||:||||1111111111111111111:|11111111111111`

次期地区クラブ本仕委員会

委員長

次期地区クラブ奉仕委員会

副委員長

次期地区職業本仕委員会

委員長

次期地区職業本仕委員会

副委 l_長

次期地区本仕プロジェクト委員会

委員長

次期地区社会本仕委員会

委員長

次期地区国際奉仕委員会

委員長

次期地区新世代本仕委員会

委員長

次期地区ローターアクト委員会

委員長

次期地|スインターアクト委員会

委員長

次期地区青少年交換委員会

委員長

次期地区RYLA委 員会
委員長

次期地 区補助金委員会

委員長

次期地区ロータリー財「]委員会

委 員

次期地区代表幹事

次期地区幹事

次期地区幹事

次期地区幹事

次期地区幹事

次期地区幹事

次期地区幹事

次期地区幹事

地区財務委員会

委員長

次期地区財務委員会

委員長

次期地区財務委員会

委 員

次期地区財務委員会
委 員

長谷川 壽 朗

宮 部 光 幸

田 澤 泰 明

高 橋   徹

阪 崎 健治朗

清 水   哲

松 原 重 俊

柳   孝 一

蝦 名 大 典

山 口 史 朗

有 田 京 史

舛 田 雅 彦

久保田 俊 昭

出 村 知佳子

中 山 弘二郎

不 動 信 之

山 田 一 孝

市 毛   満

山 田   明

出 口 弘 史

山 田 博 継

八 島 壮 之

西 條 文 雪

蚊 野 好 美

在 田 恒 昌

吉 田 欣 司

(札 1幌手稲RC)

(|[旺モーエングFt C)

(札幌幌南RC)

(札幌東RC)

(札 1幌西RC)

(札幌東RC)

(砂川RC)

(札幌1幌 FI R C)

(札幌幌南RC)

(札幌東RC)

(新札幌RC)

(札幌幌南RC)

(札幌RC)

(ILI呪 Jヒ RC)

(静内RC)

(静内RC)

(静内RC)

(静内RC)

(静内RC)

(三石RC)

(三イiRC)

(,Itt R C)

(小樽RC)

(静内RC)

(静内RC)

(江別RC)

第 1グループJl当

第2グループl■当

第3グループ担当

第4グループ担当

第5グループ担当

第6グループ担当

第7グループ担当

第8グループIR当

第9グループ担当

第10グループ担当

第Hグループ担当

第12グループ担当

清 水

篠 島

増 山

藤 森 俊

武 部

谷 川 淑

賃   (札幌南RC)

良る (余市RC)

佐々木   昭 (千歳RC)

中 村   茂 (様似RC)

飯 尾 哲 也 (室蘭RC)

秋 田 正 悦 (函館訓 RC)

前 川 敏 雄 (江差RC)

市 町 峰 行 (片 Jヽ牧RC)
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ク ラ ブ 名
廃

第 2分 科 会
クラブ奉仕部門

妹  背  牛

深         谷 溝 ノ入1板 倉 克 室上杢
西 道 詳

羽   幌 1大 橋 鉄 夫 川(田 正 志

真 鍋  同|り 1山  務 1大 崎 公 介

留    萌 ||1本 譲 二 1森   幹 雄

台傘憧三仏i々本弘有

蓄り|I I:[※松橋
長 岡 宗 lT

中 出 敏 彦 1中 り‖ 勝 美

西 F百可天 頭 晃

男J稲 津 寿 一 1櫛 田 秀 一 1荒 川 忠 義 1召 前 治 孝

太 英 樹
1堀
江 和 美 ツt田 広 志

1撻 ほ
り[

糸1米-7
サ|1柳

浩 1高 橋 誠
1宝
崎 錠 ll早 河 常 機

|‖ 笛 翠 馴

昇J奥 野 一 嘉
1吉 円 欣 司 工ヽ 田 泰

^※ 仏i々 木 光1台 琉 和   平

亜上F 円  寛  司 1寺  岡  秀  
一
1森  本  潤  一 西  脇  信  治 1信

谷

|1 庭  謡

ツ(山 本 公 彦 1赤 山

…

児
彦 山 岡 秀 一 :l ll埋 [山 崎 康 行

岩 見 沢 束 ※稲 垣 政 敏 1長 ||1正 文 )t野 公 幸 1松 重 彰 イ中 林 格 坂  口 堅 一

沢 占 永 忠 邦
1金
山 和 則 叫1田 信 広 1金 山 英 昭 仇 当 糞 撃

辟誦 砒 憑
津  ジl(′頁!
iV A夕掲 |‖ 本 正 昭

1島
 義
¨

昭 龍 六

…
1与 _型里半隼_J_    1柿 本 稚  則

札幌 あ (す ぼの 永 田 省 三 1久 住 専 高 坂 輝 雄 打i植 保 昭 1哀 辱 X=※ 安 澤 正 美

本L幌 は まなす ∵i本  貞 康 1池  田 博 明 坂 田 文 正 1高 橋 輝 夫 1再而

イ|:八 本 政 月

澄 一 1宇 治 正 光 加 我 稔 li昇  ′ヽ
'文

鳥 昇 漂 豊 1井 波 雅 彦

西 1大 越 克 巳 面 1中 昭 次 浜 松 義 IW甦 昭 薯 テ 雁稀 1武 藤  順
北 安 藤 需 建 桶 谷 1台 穴 倉 迪 JΠi

「
l  F」:    | ま亨 中 ||1勝 之 ※原 口 康 洋 程!々 栗 薙 造 1寺 尾 糞

渋 谷 良 治 ||1 内 正  」41荒  川 悠久 f
札  幌  当 今 井 隊1雄 1寸 山 上 一

1星 野 尚 夫 1藤 澤 豊 喜 1章
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堀 川 強太郎 志比川

61ビ
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鈴 木 康 仲

高 江 智和理

石 川 洋 一

山 根 止 久

渡 辺 浩 司
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第 1分 科 会

会 長 ラ」「ブ黛漢F禽 1露望歩±11禽
第 4 分 科

奉仕ブロジエクト部門

〈
バ
　田同

科

部

分

代

５

世

第

新

フ

千 歳 村  出 研  一 ※高 橋   都 洒 井   宏 福 田 武  男 五十嵐   宏 菅 原  1卜: 行

千歳セントラル 彦 lll 忠 人 佐々本 俊 英 菊 池   孝 中 村 通 夫
4'公   tlえ   毎文  之
1  日    'i 坂 井   治

恵 一廷 宮 内 光 則 前  田 利  和 中 川 富 雄 ※菊 池 勝 利
享女 ,半  吾  !台
斉 藤 茂 生

小 池   覚

広 鳥 石 塚 正 敏 川 「1 孝太郎 橘   功 記 加 藤 寛 治
宮  ‖I奇     真
人 谷 恵 一 馬 場 信 吾

長 )イ | 占 川 大 之 池 内 昌 之 ※田 嶋 俊 美 望 月 良 典
雄

子

勝

敦

角

野

政

天
※高 本 繁 秀

由 千三 本 間 好 道 後 藤 篤 人 序 司 弘 佐 藤 良 恵 蜂 谷 光 lyL 大 坂 直 人

8

/t り も 柳   昌 好 西 川 一 雄 菅  ,イ1 敏 昭 田 中 照 彦
,可  1山  竹  l力
※ FII本  昌  ― ※長 FI  久

石 富 永   信 中 村 一 重 八 木  ― 洋 志 田   力
４
史

メ

弘

‐――

口

小

出 榎 本 恵 イ

様 イ以 ‖ 中 止 之 遠 藤 力 治 久 野 俊 昭 工 藤   仁
1  4く  '求  {
∫ヽ  山烏       イ1 ド 篠 登喜夫

静 内 山 11 俊 秀 不 動 新 作 河 田 勝  男 佐 藤 雅 裕
福  1鳴  尚  ノ
オ多  け1     '〒 廣 島 貴 史

浦 )可 武  田   豊 佐 藤 尚 毅 /1ヽ 関 孝 雄 久 保 佳 幸
伊
佐

9

ll「 達 渡 部 良 一 鈴 木 敏 則 浅 水 勝 男
一
人己

孝

〓
．

月

部

望

阿

室 蘭 松 岡 健 一 中 田 敏 行 ※北 ∫|1 浩 一 村 ブト 敦 司
)K tt LII  哲  郎
体| III    十専 西 山 哲 郎

室  蘭  東 松 永 英 樹 佐々本 彰 夫 小 熊 達  也 ※余 良 泰 哉 大 坪 信 雄 林   浩 雄

牢 蘭 西 FL静 枝 瀬 戸 行 雄 笹 谷 豊 明 情 原 義 男 一予

塚
崎

米
赤

川 本 康 裕

登 昇」 山 瀬 隆 幸 高 田 明 人 鈴 木 高 十 石 IH 仕 久
一
則

浩

満

Ш

岸

和

高 有 坂 了 甲

1同   斎キ   お明 秋 口1 昌 昭 吉 IJ   聡 ※前 谷 体 市 浦 昭 三 黒  り‖ 正  美剰千  ‖|  イ谷  :ムミ

10

函 館 久 保 俊 幸 岩 塚 晃 ― ※加賀谷 聰徳 松 本 秀 雄
山

藤

若

加

直

健 太 良Б
※梅 村 卓 司

函 館 亀 田 豊 田 千 春 島 田 優 子 金 澤 浩 幸 稲 葉 直 房
武

彦券

田

口

松

山 帰 山   元

森 石 山 嘉 治 名 倉   豊 平 山   博 岩 本 豊太劇
`

/」 長ヽ ブ:

占   |||

郎
豊 吉 田   好

ヒ 飯 佐 藤 幸 雄 石 川   強 ※佐 藤  毅 ※菅 原   昭
1自  本寸  |百  1『
1コ  l lNJ  ‐ り] ※工 藤  悟

長  万  部 村 松 和 弘 亦 塚   章 fiJ 健 芳 賀 聖 哉
リキ   1 1   ■=   |ノ t

ナ■   1l   Iド  董F 本 戸 正 春

函館セントラル 月ヽ 泉 護太郎 能 登 英 樹 鍋 谷 操 子 葛 西   功 り支  ド  E子  _1キ立  里F       星] 佐々木 秀 治

江 差 赤 石 智恵美 14 澤 慎太郎 う4 澤 慎太郎 打 越 東亜夫
Ｌ

男

裕

秀

畑

田

田

隅

藤i館 五 稜 郭 人日向 豊 吉 棟 方   勝 石 坂   仁 土 家 康 宏 悦
レ

清Ｆ
委

加

大

上

柏 金 道 雅 樹

函  館  東 黒 島 一 生 佐 藤 真 一 池 ナ1 信 一 宮 崎 徳三郎
子

輔

美

大

藤

谷

佐

回 時 円   茂

区i  館  北 鶴 喰 理 三 増 山   正 森   秀 樹 石 橋 輝 夫
司

専

主
目

Ｆ

＝

山

成 ※弗 円 TEl貝 1

| 佐 藤 竜 也 米 塚 弘 悦 谷 内   修 鈴 木 憲 1明 ※竹 原 力 也 増 円 幸 久

松 一剛

12

自 老 熊 谷 威 三 清 水 尚 昭 手 塚 貴 志 坂 内 重 人
雄

輝

信

博
田
井

石

等 服 巻 滋 之

占  小  牧 梶 ア
「
初「 瀬 留美子 橋 本 洋 一 渡 辺 典 子

人

美
一
博

山

瀬

上自

一
櫻 田 泰 清

苫 小 牧 束 斉 藤 英 明 平 Ll幸 彦 長 岡 英 幸 児 工 和 雄
樹

雄

直

義

幡

野

小

奥 水 元 修 治

苫 小 牧 北 橘   勇 治 豊 田 健 一 山 田 新 一 中 山 仕 孝
昭

寛

雅本

部

山

阿 岡 ||1 秀 樹

代理出席は※印

-8-



豊

秀

正

俊

康

岡

口

森

富

山

大

ホストRC会長
実 行 委 員 長

実行副委員長

賞

成

倍

美

雄

政

大

和

澄

澤

坂

岡

口

沢

會

小

武

樋

藤

総 務 委 員 会

登録受付委員会

会 場 委 員 会

接 待 委 員 会

広報記録委員会

SAA委 員会

救 護 委 員 会

会     計

ホス トクラブ

◎西 村 和 夫
福 嶋 尚 人

◎山 ロ ー 史

◎石 垣 勝 英

静 内 R C

○見 上 久 義
林   夫二男

○小 松 幹 志

○菊 地 祥 二

美濃又 洋 了

荒 川 雅 喜

近 藤 忠 義

◎委員長  ○副委員長

二

男

夫

滋

晃

裕

勝

郁

　

義

渡

田

井

島

原

樋

河

澁

中

福

○

夫

也

志

隆

局

幸

和

央

　

勤

崎

浜

口

崎

ガ

宮

長

山

岩

ψ

Ｏ

　

　

Ｏ

啓

二

昭

清

一
史

順

伸

喜

　

壼量

貝

田

島

野

田

田

島

奥

川

草

杉

新

廣

○

幸

一
司

郎

繁

五

秀

忠

隆

昭

原

　

一騰
井

井野

河

嵐

佐

土

平

◎

美

泰

明

裕

子

好

　

道

雅

睦

野

田

本

藤

藤

蚊

富

松

佐

佐

◎

　

　

◎

明

紀

徳

男

秀

男

晴

和

美

貞

喜

孝

利

下

國

上

井

頭

暮

辺

真

小

北

阪

田

日

渡

◎

昌

治

恒

裕

田

本

在

増

当

局脚】
宿

地

隆

行

彦

亮

史

哉

征

信

光

　

亘
（
俊

田

藤

野

本

端

原

池

佐

紺

谷

農

藤

也

昭

和

克

村

嶋

北

三

緒

信

道

　

二貝
作

晴

義

義
　
　
　
新

野

田

屋

　

田

動

ツ

天

福

四

　

河

不

○

　

　

　

○

喜

夫

隆

祐

幹

屋

林

田

土

中

吉

孝

雄
一
公

田

澤

山

黒

◎

孝

昌
一
恒

田

田

山

在

弘

郎

之

満

美

豊

三

好

弘

信

　

好

川

山

動

毛

野

岡

細

中

不

市

蚊

一昌

卜

事

事

事

長

友

員

ガ

地

地

地

財

口
地

山 田   明
財務委員

-9-



F́瑳だ
´
き,『第4G』

□□□□□口

10G』
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地区協議会 「1階大会議室」
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奉 仕 の 理 想

奉仕の理想に集いし友よ  御国に捧げん我等のなりわい

望むは世界の久遠の平和  めぐる歯車いや輝きて

永久に栄えよ  我等のロータリー  ロータリー

手 に 手 つ な い で

１

■ 手に手つないで

輸に輸つないで

つくる友の輪

つくる友垣

輪に輪手に手

ひろがれ  まわれ  一つ心に

お ロゝータリアン  お ロゝータリアン

2.手に手つないで  つ くる友の輪

輪に輪つないで  つ くる友垣

手に手  輪に輪

ひろがれ  まわれ  世界と共に

お ゝロータリアン  お ゝロータリアン
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